
日時： 平成３０年２月２６日（月）
10時30分～15時30分 ※開場は10時

会場： 有楽町朝日ホール／東京
（有楽町マリオン11Ｆ）

駐車場のご用意はありません。 公共交通機関をご利用ください。

どなたでもご参加いただけます！
認知症の本人・家族や、行政関係者、地域包括支援センター職員、
介護・医療関係者、教育・研究機関関係者、学生、企業など、
お誘いあわせの上、ぜひご参加ください。

主催： 地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター

全国報告会
～本人の声を活かして、暮らしやすい地域を一緒につくろう～

平成 2 9年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
認知症診断直後等に お け る認知症の人の視点を重視 し た
支援体制構築推進のた めの調査研究事業

定員：４００名
事前の申込みが必要です。裏面をご覧ください。

時間 内容 （予定）

10:30～11:15 １．はじめに
本人の声を活かす

地域支援・地域づくりとは

粟田主一／東京都健康長寿医療センター
藤田和子／日本認知症本人ワーキンググループ
永田久美子／認知症介護研究・研修東京センター ほか

11:15～11:45 ２．事業概要 プロセス・成果・課題から各地域でできることは何か、等

11:45～13:00 ＜昼休憩＞ ～全国の仲間とネットワーキング～

13:00～13:45 ３.取り組み地域からの報告
（１）福島県

・本人の声をもとに、介護保険の利用前からのつながりを
つくる、介護事業者がアクションを起こす／西会津町

・市内の全地域包括支援センターがいっしょに土台づくり、
本人ミーティングを通じたアクション／郡山市

13:45～14:00 ＜休憩＞ ～全国の仲間とネットワーキング～

14:00～14:45 （２）和歌山県 ・ちいさなまちでトライ！ 近隣市町、病院・医師も一緒に
本人とともにつくる地域の支えあい／有田圏域

・本人の思いをもとに、本人と多分野の人たちが総活躍の
まちづくり。本人を知り、本人が望むサービスにつなげる
ことで、「運転しない生活」に導いたアクション／御坊市

14:45～15:30 ４．これからどの地域でも
いっしょに動きだそう！ 取組んでみた私たち、そして本人たちからリレーメッセージ

参加
無料

認知症と診断された一人ひとり（本人）が、よりよく暮らしていけることをめざして、今年度、
２県4地域で、本人の声をもとに、本人とさまざまな人たちが一緒に話しあい、それぞれの地域
ならでは支えあいや地域づくりを進めました。やってみたことで多様な成果や波及効果が生まれて
います。その経過や成果、課題を報告し、本人も交えて今後のあり方、具体策も話しあいます。

各地の人たちとの交流時間もあります。お気軽にご参加ください！

プログラム（予定）



～本人の声を活かして、暮らしやすい地域を一緒につくろう～

全国報告会 参加申込書

ＦＡＸの場合

参加申込み者
ご氏名

都道府県
市区町村

立場・職種
ご連絡先
電話番号/

メールアドレス

参加希望者氏名 都道府県市区町村 立場・職種

①

②

③

④

⑤

⑥

★一緒に参加をご希望の方は、以下にご記入ください

報告会事務局 行き

定員を超えた場合、ご参加いただけない場合がございますので、あらかじめ
ご了承願います。その場合は、事前に連絡をさせていただきます。
（連絡がない場合はご参加いただけます）

申 込 み 締 切 ： 平 成 ３ ０ 年 ２ 月 ２ ３ 日 （ 金 ）

下記内容（氏名、市区町村、立場・職種、連絡先、人数）を

メール文にご記入の上、メールの「件名」を「報告会参加希望」
としてお送りください。

■送り先メールアドレス：0226@jdwg.org

事務局使用欄＜報告会に関するお問い合わせ＞

メール: 0226@jdwg.org FAX：03－3986－8172
主催： 地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター 報告会事務局

メールの場合

下記にご記入の上、お送りください。

■送り先FAX番号： 03－3986－8172
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